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わ た う ち
秋の訪れが感じられ、時折吹く爽やかな風が心地よく、各学年とも運動会の練習が順調

に進められています。放課後には、１０月の小学校陸上記録会に向けて５、６年生の練習

も始まっています。２学期は、さまざまな体育的行事や文化的行事をとおして、目標に向

けて練習したり仲間と協力したり、よりよいものを目指して努力したりすることのよさや

大切さを、児童は、実感することと思います。

ご協力ありがとうございます!! 綿打ばやし練習 9/12(水)
９ /７(土)、ＰＴＡ １～３年生が、

一人一役運動がありま 保存会の皆様の

した。保護者の方々や ご指導で綿打ば

一緒に来た児童のみな やしの練習をし

さんの協力で、校庭や ました。１年生

学校周辺、花壇、畑の除草、側溝の土砂除 も楽しく踊って

去が行われ、見違えるほどになりました。 いました。

９ /１３(木)、アルミ
缶回収では、環境･ JRC 救給カレー 9/5(水)
委員会の呼びかけでたく 災害時学校給食用非常

さんのアルミ缶が集まり 食が提供されました。温

ました。収益は、児童の めずにそのまま食べられ

活動に役立てます。次回は 12/13(木）です。 ます。学校給食センターには、災害時の備

蓄品が用意されています。

全国学力・学習状況調査結果から （６年生対象、４月実施）

これらの調査結果（略）を基に、本校児童の課題を踏まえた指導の重点や身につけさせたい力

を明確にして指導方法を工夫し、各教科等の授業改善を進めます。特に、国語では、「相手の意図

を捉えながら聞き、自分の意見と比べるなどして考えをまとめる」「目的や意図に応じ、複数の資

料から適切な内容を取り上げて、詳しく書く」こと、算数では、「日常生活の問題の解決のために、

複数の情報を関連付けて論理的に考察し、数学的に表現したり条件に合う事柄について適切に判

断したりできる」こと、理科では、「実験結果を基に分析して考察し、その内容を記述できる」「複

数の情報を関係付けながら多面的に分析して考察できる」ことなどの指導を充実させ、活用力の

向上を図っていきます。また、児童の自尊感情や自己肯定感、自己有用感を高めるために、さま

ざまな教育活動の中で児童の主体的な活動を取り入れるとともに、家庭や地域との連携、協力を

一層図り、人とのかかわりの中で褒められたり認められたりする機会をつくっていきます。

第１回学校評価結果から
児童と保護者を対象にした学校や生活についてのアンケート調査（７月実施）をもとに

教職員による自己評価を行い、学校改善に向けた方策の修正や改善策を検討しました。

(略）引き続き、学校と家庭、地域との連携、協力を図りながら教育活動を進めていきます。

【お知らせ】
１０月７日(日）新田地区体育祭の入場行進時に、綿打小鼓笛隊が行進曲を演奏します。


